
 

第７章 環境影響評価の項目 

7.1 選定した項目及びその理由 

環境影響評価を行う項目は、「東京都環境影響評価技術指針(付解説)」(平成 26 年３月 東京

都環境局(以下「技術指針」といいます。)に基づき、図 7.1-1 に示す手順に従って、対象計画

の案の内容から環境影響要因を抽出し、地域の概況から把握した環境の地域特性との関係を検

討することにより、表 7.1-1に示すとおり選定しました。 

選定した項目は、大気汚染、騒音・振動、土壌汚染、地盤、地形・地質、水循環、生物・生態

系、景観、史跡・文化財及び廃棄物の 10項目です。 

また、選定した理由は、表 7.1-2 に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1-1 環境影響評価の項目の選定手順 

 

  

対象計画の案 環境保全に関する計画等 

環境影響要因の抽出 

地域の概況の把握 

環境影響評価の項目の選定 
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表 7.1-1 環境影響要因と環境影響評価の項目の関連表 

環境影響評価の 
項目 

環境影響 
要  因 

 
 
 

予測する事項 

工事の 
施行中 

工事の 
完了後 

施

設

の

建

設 

施

設

の

存

在 

自
動
車
の
走
行 

大 気 汚 染 
自動車の走行に伴い発生する二酸化窒素及び浮
遊粒子状物質(一次生成物質)の大気中における
濃度 

  〇 

悪 臭 ―    

騒 音 ・ 振 動 

建設機械の稼働に伴う建設作業の騒音及び振動
レベル 

〇   

自動車の走行に伴う道路交通の騒音及び振動レ
ベル 

  〇 

自動車の走行に伴う橋りょう構造からの低周波
音圧レベル 

  〇 

水 質 汚 濁 ―    

土 壌 汚 染 
工事の施行に伴う汚染土壌の新たな土地への拡
散の可能性の有無 

〇   

地 盤 
トンネルの掘削工事及び存在に伴う地下水位の
低下による地盤の沈下の範囲及び程度 

〇 〇  

地 形 ・ 地 質 
工事の施行及び計画道路の存在による斜面等の
安定性の変化の程度 

〇 〇  

水 循 環 
トンネルの掘削工事及び存在による地下水の水
位、流況又は湧水量の変化の程度並びに地下水の
流動阻害の変化の程度 

〇 〇  

生 物 ・ 生 態 系 
トンネルの掘削工事及び存在による生息(育)環
境の変化の内容及びその程度、陸水域生態系の変
化の内容及びその程度 

〇 〇  

日 影 ―    

電 波 障 害 ―    

風 環 境 ―    

景 観 

計画道路の存在による主要な景観の構成要素の
改変の程度及びその改変による地域景観の特性
の変化の程度 

 〇  

計画道路の存在による代表的な眺望地点からの
眺望の変化の程度 

 〇  

史 跡 ・ 文 化 財 
工事の施行に伴う埋蔵文化財包蔵地の改変の程
度 

〇   

自然との触れ合
い 活 動 の 場 

―    

廃 棄 物 
工事の施行に伴う建設廃棄物及び建設発生土の
排出量、再資源化量、有効利用量及び処理･処分方
法 

〇   

温 室 効 果 ガ ス ―    

注) ・○印は環境影響評価を行う項目を示します。 
  ・－印は予測する事項がないことを示します。 
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表 7.1-2(1) 選定した項目及びその理由 

項目 理由 

大気汚染 

【工事の完了後】 
自動車の走行に伴い発生する排出ガスによる大気質への影響が考えられることか

ら、環境影響評価の項目として選定し、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質を予測の対象と
します。 

環境基準が設定されている物質のうち、二酸化硫黄及び一酸化炭素については、計画
道路周辺の大気質の状況が環境基準を大幅に下回っており、本事業の実施により現在
の大気質の状況を悪化させることはないと考えられることから予測の対象としませ
ん。 

光化学オキシダント及び微小粒子状物質については、発生源からの排出の状況が明
確になっておらず、予測方法も確立されていないことから予測の対象としません。 

なお、工事の施行中の建設機械の稼働に伴う大気汚染については、全区間において、
複数の作業が集中しないように配慮するため、建設機械の同時稼働は１箇所あたり最
大３台となります。また、排出ガス対策型建設機械の積極的導入等、排出ガスの低減に
配慮することから、大気汚染への影響は小さいと考えられます。 

トンネル坑内における掘削等作業においては、主に電動式の建設機械を使用します。
また、トンネル坑内及び坑口部の施工ヤードにおける土砂運搬等作業においては、排出
ガス対策型建設機械の積極的導入、土砂への散水、坑内路盤の散水や清掃及びダンプト
ラックのタイヤ洗浄等、大気汚染の低減を図ります。さらに、トンネル坑口部の施工ヤ
ードは敷地境界から 10m 以上離れた限られた道路敷地の中央部に設けることから、大
気汚染への影響は小さいと考えられます。 

以上のことから、工事の施行中の建設機械の稼働に伴う大気汚染は選定しません。 
また、工事用車両の走行に伴う大気汚染については、工事工程の平準化や走行ルート

の分散により工事用車両の集中を避けるため、各走行ルートにおける工事用車両の割
合は少なく、現況と比較して交通量の増加率はわずかとなり、大気質への影響はほとん
どないと考えられることから選定しません。 

騒音・ 
振動 

【工事の施行中】 
建設機械の稼働に伴う建設作業騒音及び振動による周辺環境への影響が考えられる

ことから、環境影響評価の項目として選定します。 
なお、工事用車両の走行に伴う騒音及び振動については、大気汚染と同様の理由によ

り選定しません。また、周辺地域に低周波音の影響を及ぼす建設機械は用いないことか
ら、工事の施行中における低周波音は選定しません。 

【工事の完了後】 
自動車の走行に伴い発生する騒音及び振動による周辺環境への影響が考えられるこ

とから、環境影響評価の項目として選定します。 
また、自動車の走行に伴い橋りょう構造から低周波音が発生する可能性があること

から、環境影響評価の項目として選定します。 

土壌汚染 

【工事の施行中】 
計画道路及びその周辺には、土壌汚染対策法の規定に基づく「要措置区域」又は「形

質変更時要届出区域」はありませんが、標準区間の計画道路内には、過去にガソリンス
タンドが存在していました。当該ガソリンスタンドは、ガソリンへの鉛の添加が完全に
廃止された昭和 61 年（1986 年）以前から存在していたため、ベンゼン及び鉛の有害物
質取扱事業者に該当しました。 

このため、東京都は環境確保条例 117条に基づき、平成 15 年に「土地利用の履歴等
調査届出書」を提出し、実施した現地調査においては、ベンゼンは検出されませんでし
た。 

当時は、ベンゼンが検出されなかった場合は、汚染なしとして調査を完了することと
なっていたため、平成 16年に「土壌汚染状況調査報告書」を提出し、調査及び手続き
を完了しました。 

その後、土壌汚染対策法の改正があり、本事業も同法４条に基づく届出の対象となる
可能性があるため、土壌汚染のおそれがないものとは判断できないことから、環境影響
評価項目として選定します。 
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表 7.1-2(2) 選定した項目及びその理由 

項目 理由 

地盤 

【工事の施行中】 
計画道路のトンネル構造については、トンネルの掘削工事に伴い、地下水位が低下

し、地盤沈下が生じる可能性があると考えられることから、環境影響評価の項目として
選定します。 
【工事の完了後】 

計画道路のトンネル構造については、トンネルの存在により、地下水位が低下し、地
盤沈下が生じる可能性があると考えられることから、環境影響評価の項目として選定
します。 

地形・ 

地質 

【工事の施行中・完了後】 
計画道路が急傾斜地崩壊危険箇所及び土砂災害警戒区域等を通過するため、工事の

施行中及び完了後において、斜面等の安定性への影響が考えられることから、環境影響
評価の項目として選定します。 

水循環 

【工事の施行中】 
計画道路のトンネル構造については、トンネルの掘削工事に伴い、湧水及び地下水の

水位及び流況、流動等への影響が考えられることから、環境影響評価の項目として選定
します。 
【工事の完了後】 

計画道路のトンネル構造については、トンネルの存在により、湧水及び地下水の水位
及び流況、流動等への影響が考えられることから、環境影響評価の項目として選定しま
す。 

生物・ 

生態系 

【工事の施行中・完了後】 
計画道路は平面構造、トンネル構造及び橋りょう構造であり、計画道路及びその周辺

にはゴルフ場や公園等の緑地が広がっていますが、計画道路の平面構造及び橋りょう
構造は既に供用されている南多摩尾根幹線（暫定整備）の道路用地内を通過し、その他
はトンネル構造であることから、緑地等の改変はありません。 

しかし、計画道路は、自然保護条例により指定された「連光寺・若葉台里山保全地域」
の湿地の南側をトンネル構造で通過し、湿地を形成する地下水への影響が考えられる
ことから、環境影響評価の項目として選定します。 

景観 
【工事の完了後】 
計画道路の存在により、景観の変化が考えられることから、環境影響評価の項目とし

て選定します。 

史跡・ 

文化財 

【工事の施行中】 

計画道路内に周知の埋蔵文化財包蔵地があることから、環境影響評価の項目として

選定します。 

なお、登録・指定文化財については、計画道路内及びその沿道に近接して存在しない

ことから予測の対象としません。 

廃棄物 

【工事の施行中】 

計画道路の工事の施行に伴う、建設廃棄物及び建設発生土が生じると考えられるこ

とから、環境影響評価の項目として選定します。 
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7.2 選定しなかった項目及びその理由 

選定しなかった環境影響評価の項目は悪臭、水質汚濁、日影、電波障害、風環境、自然との

触れ合い活動の場及び温室効果ガスの７項目です。 

選定しなかった理由は表7.2-1に示すとおりです。 

 

表 7.2-1 選定しなかった項目及びその理由 

項目 理由 

悪臭 

本事業は一般的な道路工事であり、工事の施行中において、日常的に影響を及ぼすよ
うな悪臭は発生しません。また、工事の完了後も悪臭の発生源となる施設は設置しませ
ん。 

このため、環境影響評価の項目として選定しません。 

水質汚濁 

工事の施行中に降雨や掘削工事等で濁水が発生した場合、必要に応じて沈砂槽等を設
置し、下水排除基準以下に処理した上で、公共下水道へ排水します。工事の完了後につ
いても、雨水は公共下水道へ排出します。また、計画道路は三沢川分水路（トンネル河
川）を立体で交差するため、水路を改変することはないことから、河川の改変に伴う濁
水等の発生もありません（三沢川分水路は、多摩ニュータウン稲城地区の開発に伴い雨
水排水のために建設されたトンネル河川です。）。 

このため、周辺の河川及び水路の水質へ影響を及ぼすことはないことから、環境影響
評価の項目として選定しません。 

日影 

トンネル等区間については、計画道路が平面構造及びトンネル構造であり、日影に影
響を及ぼすことはないことから、環境影響評価の項目として選定しません。 

標準区間については、計画道路が平面構造及び橋りょう構造であり、橋りょう構造で
通過する区間の地形は窪地形状をなし、橋りょうの周辺に分布している住宅等の地盤は
橋りょうの高さとほぼ同一の高さであるため、影響は小さいと考えられることから、環
境影響評価の項目として選定しません。 

電波障害 

トンネル等区間については、計画道路が平面構造及びトンネル構造であり、電波障害
に影響を及ぼすことはないことから、環境影響評価の項目として選定しません。 

標準区間については、計画道路が平面構造及び橋りょう構造であり、橋りょう構造で
通過する区間の地形は窪地形状をなし、橋りょうの周辺に分布している住宅等の地盤は
橋りょうの高さとほぼ同一の高さであるため、影響は小さいと考えられることから、環
境影響評価の項目として選定しません。 

風環境 

トンネル等区間については、計画道路が平面構造及びトンネル構造であり、風環境に
影響を及ぼすことはないことから、環境影響評価の項目として選定しません。 

標準区間については、計画道路が平面構造及び橋りょう構造であり、橋りょう構造で
通過する区間の地形は窪地形状をなし、橋りょうの周辺に分布している住宅等の地盤は
橋りょうの高さとほぼ同一の高さであるため、影響は小さいと考えられることから、環
境影響評価の項目として選定しません。 

自然との
触れ合い
活動の場 

計画道路は平面構造、トンネル構造及び橋りょう構造であり、平面構造及び橋りょう
構造は既に供用されている南多摩尾根幹線（暫定整備）の道路用地内を通過することか
ら、近接する自然との触れ合い活動の場の改変・アクセス性の変化等を伴いません。そ
の他はトンネル構造であることから、通過する「連光寺・若葉台里山保全地域」や近接
する自然との触れ合い活動の場の改変・アクセス性の変化等を伴いません。 

このため、自然との触れ合い活動の場へ及ぼす影響は小さいと考えられることから、
環境影響評価の項目として選定しません。 

温室効果
ガス 

技術指針では、道路の供用に伴う自動車交通から排出される二酸化炭素については、
環境影響評価の対象外としています。また、他に温室効果ガスを発生させる要因もあり
ません。 

工事の施行中に建設機械の稼働がありますが、同時稼働が１箇所当たり最大でも３台
と少なく、影響は小さいと考えられます。 
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第８章 環境に及ぼす影響の内容及び程度並びにその評価 

8.1 大気汚染 

8.1.1 現況調査 

(１)調査事項 

工事の完了後における自動車の走行に伴う排出ガスにより、大気質への影響が考えられるこ

とから、以下の調査項目を選定しました。 

ア 大気質の状況(二酸化窒素(NO2)、浮遊粒子状物質(SPM)) 

イ 気象の状況(風向・風速) 

ウ 地形及び地物の状況 

エ 土地利用の状況 

オ 発生源の状況 

カ 自動車交通量等の状況 

キ 法令による基準等 

 

(２)調査地域 

調査地域は、自動車の走行に伴う排出ガスが大気質に直接的に影響を与えると予想される範

囲として、技術指針では、おおむね道路端から 100mから 150m までの範囲と示されており、計

画道路から 150m 程度の範囲としました。 

 

(３)調査方法 

ア 大気質の状況 

a 既存資料調査 

計画道路及びその周辺において大気汚染の常時監視が実施されている多摩市愛宕測定局の

測定結果を整理しました。 

測定局の位置は、表 8.1-1 及び図 8.1-1に示すとおりです。 

 

表 8.1-1 大気汚染測定局 

測定局 住所 管理 
主な測定項目 

NOx SPM SO2 CO 

多摩市愛宕測定局 

(一般局) 

多摩市愛宕 1-65-1 

(多摩市有地) 
東京都 ○ ○ ○ ○ 

資料：「大気汚染測定結果ダウンロード」(平成 30年 12月閲覧 東京都環境局) 
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b 現地調査 

① 調査期間及び調査地点 

調査期間は表 8.1-2に、調査地点は表 8.1-3及び図 8.1-2に示すとおりです。 

調査地点は、周辺の土地利用状況等を考慮し、計画道路及びその周辺を代表する地点と

して、一般環境２地点及び道路沿道６地点(公定法※1２地点、簡易法※2４地点)の合計８地

点を設定しました。調査期間は、平成 28年の冬季から秋季までの四季の各７日間としまし

た。  

表 8.1-2 現地調査期間(大気質及び気象) 

季節 調査期間 

冬季 平成28年１月29日（金）～同年２月４日（木） 

春季 平成28年４月15日（金）～同年４月21日（木） 

夏季 平成28年７月20日（水）～同年７月26日（火） 

秋季 平成28年10月８日（土）～同年10月14日（金） 

 

表 8.1-3 現地調査地点(大気質及び気象) 

調査項目 区分 地点番号 所在地 

①大気質の状況 
・二酸化窒素(NO2) 
 （公定法及び簡易法） 
・浮遊粒子状物質(SPM) 

一般環境 
（■） 

１ 稲城市百村 2116(卵の広場公園敷地内) 

２ 稲城市百村 23(稲城第一中学校敷地内) 

道路沿道 
（●） 

1N 多摩市聖ケ丘四丁目付近(戸建住宅前) 

4N 
稲城市百村 81-3付近 
(戸建住宅の西側歩道上) 

・二酸化窒素(NO2) 
 （簡易法） 

道路沿道 
（▲） 

2S 稲城市長峰三丁目付近(戸建住宅前) 

3N 
稲城市向陽台三丁目付近 
(向陽台小学校プール前（スロープ下）) 

3S 
稲城市百村 2114付近 
(竪谷戸橋（歩道橋）付近南側) 

4S 
稲城市百村 81-3付近 
(畑地の前) 

②気象の状況 
・気象(風向,風速) 

- 
（■） 

１ 稲城市百村 2116(卵の広場公園敷地内) 

２ 稲城市百村 23(稲城第一中学校敷地内) 

注 ) 地点番号は図 8.1-2 の表記に対応しています。Nは計画道路に対し北側を、Sは南側を示します。 

 

※1 公定法：「大気の汚染に係る環境基準について」(昭和 48年環境庁告示第 25号)及び「二酸化窒素に係る環

境基準について」(昭和 53年環境庁告示第 38号)に定めるオゾンを用いた化学発光法を示します

（以下「公定法」といいます。）。 

※2 簡易法：「短期暴露用拡散型サンプラーを用いた環境大気中の NO，NO2，SO2，O3および NH3濃度の測定方法」

(平成 22年８月 横浜市環境科学研究所)に準じた調査方法を示します（以下「簡易法」といいま

す。）。  
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② 測定方法 

大気質の測定方法は表 8.1-4に示すとおりです。 

大気質の測定方法は、「大気の汚染に係る環境基準について」(昭和 48年環境庁告示第 25

号)及び「二酸化窒素に係る環境基準について」(昭和 53年環境庁告示第 38号)に定める調

査方法等に準拠しました。 

なお、現地の大気質の状況をより詳細に把握するため、二酸化窒素については簡易法に

よる調査も併用しました。 

 

表 8.1-4 大気質の測定方法 

測定項目 測定方法 観測高さ 

二酸化窒素(NO2) 
オゾンを用いた化学発光法 
（簡易法による調査を併用） 

地上 1.5m 

浮遊粒子状物質(SPM) ベータ線吸収法 地上 3.0m 

 

イ 気象の状況 

a 既存資料調査 

計画道路及びその周辺において気象観測が実施されている府中地域気象観測所の測定結果

を整理しました。 

 

b 現地調査 

① 調査地点及び調査期間 

調査地点は、表 8.1-3 及び図 8.1-2 に示すとおりです。一般環境の地点１及び地点２に

設定し、調査期間は大気質と同期間としました。 

 

② 測定方法 

気象の測定方法は、「地上気象観測指針」(平成 14年３月 気象庁)に定める方法に準拠し

ました。測定方法は、表 8.1-5に示すとおりです。 

 

表 8.1-5 気象の測定方法 

測定項目 測定方法 観測高さ 

風向・風速 
風車型微風向風速計を用いて、10 分
間の平均値を測定 

地上 10.0m 

 

ウ 地形及び地物の状況 

既存資料の収集・整理及び現地調査を行いました。 

 

エ 土地利用の状況 

既存資料の収集・整理及び現地調査を行いました。 
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オ 発生源の状況 

既存資料の収集・整理及び現地調査を行いました。 

 

カ 自動車交通量等の状況 

a 既存資料調査 

計画道路周辺における「平成 27 年度道路交通センサス一般交通量調査結果」の観測結果を

整理しました。 

 

b 現地調査 

① 調査地点及び調査日時 

調査地点は、表 8.1-6 及び図 8.1-3に示すとおりです。 

自動車交通量は計画道路周辺の主要な交差点８地点、平均走行速度は計画道路全体を対

象としました。 

調査日時は、平成 28 年 10 月 13 日(木曜日)の午前７時から翌日午前７時までの 24 時間

(12 時間調査地点は、午後７時までの 12時間)としました。 

 

表 8.1-6 自動車交通量の調査地点 

地点 
番号 

交差点名 形状 
自動車 

交通量調査 

１ 多摩東公園 十字路 24 時間 

２ 聖ケ丘四丁目 Ｔ字路 12 時間 

３ 稲城中央公園 Ｔ字路 12 時間 

４ くじら橋 Ｔ字路 12 時間 

５ 向陽台小学校南 十字路 24 時間 

６ 稲城五中入口 十字路 12 時間 

７ 竪谷戸大橋 十字路 12 時間 

８ 稲城福祉センター入口 十字路 24 時間 

 

② 調査方法 

自動車交通量については、表 8.1-7 に示す車種分類に基づき、ハンドカウンターを用い

て、交差点に流出入する車両を１時間ごとに方向別、時刻別に観測しました。 

平均走行速度については、計画道路を平日 24時間連続で１時間に３回実車走行し、その

走行時間から求めました。 

表 8.1-7 車種分類 

区分 乗用車類 貨物車類 

大型車 バ ス 普通貨物車 

小型車 乗用車 小型貨物車 

 

キ 法令による基準等 

環境基本法に基づく「二酸化窒素に係る環境基準について」、「大気の汚染に係る環境基準

について」等を整理しました。  
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